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『マルドロールの歌』における

「接近」と「隔たり」
一一作品一読者／語り手ー聞き手に働くディナミスム一一

寺本成彦
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作品と読者，語り手と聞き手の関係を主題の 1つ，それも抜き差しなら

ぬほど重要な主題とする詩作品，それが『マルドロールの歌』（以下，『歌』

と略記〉である。確かに読み手をいささかも想定しないような文学作品は

この世に皆無であるにしても，作品を読む主体そのものを必須の構成要件

としてその只中に取り込み，物語言表の授受の2つの極である語り手・聞

き手，および語り行為の成り立つ場を繰り返し我々に提示する『歌』の占

める位置は極めて特異であると言わざるを得ない。

本作品の成り立ちに緊密に関わる作品一読者，語り手一聞き手の聞には，

ある絶え間ない運動作用，即ち「接近Jと「隔たり」の運動が働いている。

本論はこの相補的な運動がテクスト中でいかに表象されているかを跡づけ，

『歌』に固有のディナミスム1)が読む主体に及ぼす効力を明らかにする。

1.作品一読者へのディナミスム

まず，この作品への入口である「第1の歌」，第1ストロフに再度立ち

返って見ょう。

天に願わくは，読者が大胆になり，その読むところのもののように

一時的に捧猛になって，方角を見失うことなしこれらの暗くそして
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毒に満ちたページの荒涼とした沼地をよぎる険しく荒々しい道を見い

だすように。なぜ、ならば読者が自分の読みに，厳密な論理じま青疑心

に少なくとも等L¥，、だけの精神の緊張とを持ちきたすのでない限り，

この書の発散する致命的な庫気は水が砂糖にしみこむように読者の魂

にしみこんでしまうであろうから。全ての人が以下に続くページを読

むことはよろLくない。幾人かの者だけがこの苦い果実を危険なく味

わい得るであろう。したがって，内気なる魂よ，かくのごとき未踏査

の荒地にこれ以上深く踏み込まないうちに，躍を前にではなく後ろに

向けるがよい。の

ここでは作品と読者とは，直輸・暗閉会によりそれぞれ「沼地・荒地」対

〈そこへ入り込んで行く者〉，くしみこむ水〉対「砂糖」，あるいは「苦い果

実」対くそれを味わう者〉といった形象で表され， 3）一方から他方への相

互の吸収・内在化作用が書き込まれている。つまり，第一の比喰では読者

は作品という荒蕪の土地の只中へ入り込み，紛れ込んで行く者なのであり，

後者の二つの比倫では逆に作品の方が読者の体内へと摂取・吸収されるも

のなのである。読者と作品とは互いに相手を内化し，互いの隔たりをゼ、ロ

にすべく侵入・浸透し合い（《penetrer》，《imbiber》〉，同一化していく

〈《devenumomentanement feroce comme ce qu'il iit》）。そのこと

が作品全体への入り口に位置しその中へと導く円であるこのストロフに刻

まれている。のしかしながら，この読者と作品とを造形する比輸は連鎖反

応のようになおも続き，ここに見られる接近・内化・同一化作用とは著し

く様相を変え，全く逆方向の運動に支えられていく。

私の言っていることをよく聞くのだ←一躍を前にではなく後ろへ向け

るがよい，あたかも母の顔を厳かに仰いでいたのが恭しく逸らされる

息子の自のように，或いはむしろ，寒がりで思慮に富む鶴たちが見は
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るかす限り形作っている先端の尖った角のようにであり，彼らは冬の

間，翼を満帆に張り広げて，地平線の特定の一点に向って力強く飛ん

で行くのだが，その一点からだしぬけに，嵐の前触れである奇妙で強

い風が吹き起こる。（p.45) 

母の顔から逸らされる息子の視線，近づきつつある嵐を感知し，その災

厄との遭遇を田避すべくほどなく方向転換する鶴一一この 2つの形象はい

ずれも読者と作品との聞の隔たりを印づけている。もちろんこの系列の直

輸は，既に見た相互浸透し吸収し合う形象と異なり，作品を読むことを拒

みかねない読者への当てこすりをする意図に発したものである。しかしな

がら，特に後者の直輸に顕著であるように，鶴の飛行と嵐の接近という形

象は，力量の足りない読者を挑発する本来の機能を離れて，一個の独立し

た挿話として持続し発展してストロフの半分以上を占めるまでになり，の

作品から読者が隔たり遠ざかってし、く運動を鮮やかに定着していくことに

なる。

以上見てきたように，読者と作品との関係を提示するこの冒頭において

は，読者と彼が読む作品との相互の接近・吸収・同一化作用が表され，ま

たそれに加え，それとは逆のベクトルを持つ隔たり遠ざかる運動が記され

ている。だが我々が作品内へとより深く入り込んで行けばわかることだが，

ここに提示された接近一隔たりとし寸対をなす運動作用は，作者と読者，

あるいは語り手と聞き手との聞にも存在し，また更には主人公マルドロー

ルと彼の偏愛の対象である「少年／青年」 adolescentの聞にも働いてい

るのである。

2.語り手一聞き手の接近と密着

読者と作者，あるいは聞き手と語り手との関係の深部に根ざす欲望は，
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例えば「第5の歌J，第5ストロブに明らかである。

なんだって私はこれらのj蟻天使ののようなページを通して，私の作品

を読んでいる者の顔を見ることができないのか？ 思春期を過ぎてい

ない年頃なら，近づいてくるがし、ぃ。私をひ。ったり抱き締めてほしい，

私に痛い思いをさせる心配などしないでほしし、。私たちの筋肉のつな

がりを徐々に密接にしてゆこう。もっとだ。これ以上懸命になっても

無駄といった感じだ。この紙片の，いくつもの点で注目すべき不透明

さは，私たちの完全な合体への最も大きな妨げに属する。（p.204) 

語り手は本のページ一枚を隔てて対時し合う日に見えぬ聞き手， adole-

scentである読み手に，自分のいる方へと接近するよう命じまた相手と

の緊密な抱擁の欲求をあらわにする。この adolescentという他者との密

着への強い噌好がそれ以上に高まり，自己と他者との完全な同一化を目指

す事は「私たちの筋肉のつながりを徐々に密接にしてゆこう」というよう

な，互いの体内組織の結合・融合をまで夢見るこの件に明らかである。も

っともこの夢想は引用の後半にあるように，この二人の聞を遮蔽する書物

のベージの不透明性《opacitのゆえに叶えられぬままに終わっている。

しかし別の観点に立つのなら，この不透明性の象徴する語り手と聞き手と

の隔たりこそが完全な同一化を果たすための避け難い出発点だったのでは

なかったか。 Lかも，隔たりを乗り越えようとする欲求こそがホモ・セグ

シュアルな結合をも暗示する密着・同一化への原動力で、あり，この作品を

通底するディナミスム7）を生じさせる要因の一つに他ならない。語り手の

「少年／青年」 adolescentあるいは自分と相似た者 semblableとの密

着・同一化の欲望は，また「第1の歌」，第7ストロフにも見られるが，

そこでは他の性的倒錯の傾向，即ちサド・マゾヒズムの傾向が著しく現わ

れている。このストロフでは，（想像力の中ではあるが〉一人の無垢な少
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年の胸を爪で破ってその血をすすり，その幼い犠牲者を瀕死状態にしてし

まった後で彼を救いに来たふりをする語り手が，そういった一連の加虐行

為の甘美さの延長として，傷だらけになった少年に一体化・密着をそその

かすのである。

少年よ，私を許してくれ。ひとたびこの一時的な生の外へ出たあとは，

われわれが永遠にわたって鮭り合わされることを私は望む，私の口を

おまえの口にひ・ったりつけて，ただ一つの存在をなすのみであること

を。いや，そのような仕方でさえ，私への罰は完全なものとはいえま

い。そこで，私を引き裂いてくれ，いつまでもやめずに，歯と瓜で同

時に。〔H ・H ・〕そしてわれわれ二人ながら苦しもう，私は引き裂かれ

ることを，おまえは引き裂くことを……私の口をおまえのロにひ・った

りつけて。（pp.50-51) 

語り手に呼びかけられている「少年」 adolescentは，厳密には聞き手

ではなく，語り手のイマジネールな世界に明滅しては消える幾人かの ado・

lescentsのうちの一人であり，作品中の登場人物として位置づけられ得

るのだが，先に見た引用での語り手一聞き手の関係との類似は極めて大き

いと言える。語り手の口からは接助と抱擁を通じた adolescentとの一体

化が熱っぽく語られている。しかも接吻の方は再度同じ言い回しで繰り返

されているのであり（《mabouche collee込 tabouche》〉，その倒錯的

行為への偏執の強度が顕著で、ある。「接吻」とは言うまでもなく，互いの

口の粘膜同士の接触・密着のことであるが，この粘膜とは一個体の外部へ

と露わになった身体内部に他ならない。それゆえ語り手が adolescentと

接吻し合って互いの身体内部の外延部同士を接着させることにより，両者

の身体内部が切れ目なく連結させられ，完全な一体化が果たされていると

考えられるのである。めこの「口」による相手への吸い付き・一体化欲求
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とは精神分析の観点、から見るなら明らかに「口唇期Jstade oralのに固有

の傾向であり，後から論じることになる「吸血行為Jvampirisme とも

緊密につながることは言うまでもない。

これに加えて先の引用で、今一つ見落とせないのは，語り手と adoles-

centとの聞に結ぼれるサド・マゾヒズム関係である。既に述べたように

あらかじめ「少年」を虐待した語り手は，今度は「少年」の方が語り手を

同じ方法（爪による引き裂き）10〕で、痛めつけるよう誘いかけている。この

攻撃者一犠牲者の役割の取り替え可能性は，「ロートレアモン〔語り手〕／

読者，マノレドロール／ adolescentの関係は逆転させられうる」11)証左であ

り，またこの攻撃ベクトルの反転こそが「〔語り手が〕自分自身と同ーの

読者を作り出す試み」12〕を可能にしていると考えられる。13〕

他者への密着と同化を司る行為として最後に，『歌』の主要モチーフの一

つ「吸血行為JvampirismeI4lに目を向ける時である。先に引用したポワ

ロンによれば， 15〕19世紀初頭から暗黒小説を中心に盛んに文学作品に取り

上げられるようになった吸血鬼伝説は，『歌』の作者イジドール・デュカス

の独自の創意による細部も含めてこの作品に色濃く影を落としている。例

えば，マルドロールは「吸血鬼」《vampire》（p.66）・「蛭の兄弟J《fr色re

de la sangsue》（p.75）と呼ばれるのみならず，先に見た引用の先行部

にあるように実際に人間の血を畷りもし，また他のストロフでは（「第2

の歌」，第15ストロフ）神の血液を吸い取りさえするのである。また，死

んだ後夜になると墓を出てさまよい歩く吸血鬼同様に黄昏から夜にかけて

活躍することが多く， 16）また“生ける屍”として造形されてもいるのであ

る。17〕さて俗信では，「吸血鬼Jは自らの生きる糧として生者の血を畷るの

であるが，「吸血行為」というのが実際相手の身体への密着，とくに口に

よる吸着によってなされることからも察せられるように，『歌』ではそう

いった生存上の必要と言うよりはむしろ，自らの愛の対象である ado-



マルドロールの歌における接近と隔たり 55 

lescenむあるいはその卓越性ゆえに嫉妬の対象である神の身体あるいは龍

力を，自分の中へと吸収し同化しようという欲望が見て取れるのである。

そしてまた「吸血行為」とは周知のように，犠牲者をもう一人の吸血鬼に

変身させる作用があるのであり，他者の自己への同一化を強力に推し進め

る権能があるといえる。従って『歌』における vampirismeとは，一

方では adolescentのマルドロールへの変化・同化を促すことになるので

あるし，他方，語り手ー聞き手の水準に目を向けるならば，「adolescent

〔即ち「読者」〕は，読書行為それ自体により，〔語り手である〕ロートレ

アモンに同ーの者となるまでに変化する」1のことになる。

3.隔たりの運動

以上，語り手一聞き手，或いはマルドロール－ adolescentの関係に固

有の，密着・吸収・同化作用について見てきたのだが，これとは反対の作

用，即ち両者を隔たらせ遠ざける作用の存在を忘れてはならない。

ポワロンが正しく指摘するように，19）マルドロールの行う攻撃は主とし

て「吸血行為」 vampirismeと「投郵」 projection20）との 2つの行為から

なっている。この2つの行為のうち，既に見てきたように vampirisme

が犠牲者へと近接し密着する運動・作用であるのに対し， projectionの

方は，我々の見地からすれば，それとは逆に犠牲者を遠ざけ，隔たりを作

り出そうとする作用であるのは言うまでもない。

この隔たり遠ざかる運動は，物語の登場人物同士の間だけでなく，語り

手ー聞き手の聞にも働いていることに気が付くだろう。例えば「第1の歌」

においては，全14ストロフのうち5つのストロフ中（第1・8• 10・11・

13ストロフ〉に「自分から遠ざかれ」という命令21〕が繰り返し現われてく

る。このうち3つのストロフでは，命令は語り手から聞き手に向けて発せ

られる。
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したがって，内気なる魂よ，かくのごとき未踏査の荒地にこれ以上深

く踏み込まないうちに，腫を前にではなく後ろへ向けるがよい。（p.

45) 

私を眺めている君らよ，私から遠ざかり結え，私の吐息、は毒を含んだ

息吹を発散しているのだから。22〕（p.55) 

私の葬いの部屋の扉を開けるのは誰か？ 誰も入らぬよう言っておい

た筈だ。あなたが誰で、あれ遠ざかり給え。（p.62) 

第1の引用では最も純粋状態に近い作者一読者関係が保たれ，第2の引

用ではこの関係が幾分作中人物の性質を帯び，最後の引用では完全に語り

手一聞き手は共に作品世界中の行為をなす作中人物となっている。このよ

うに，確かに語り手一聞き手の身分 identiteは徐々にずれを生じている

ものの，この遠ざかり隔たる運動が，語り手一聞き手の二者の聞に取り結

ばれる関係の重要なファクターを成していることは確かである。そして隔

たり遠ざかる作用は，先に論じた接近・密着と緊密な対を成す補完的な作

用であり，常に密着へと促すための間隔を作り出すことで作品中のディナ

ミスムを維持し，聞き手／読者への誘惑を果たすための戦略の一環として

位置づけられるのである。

4.結語

『歌』の中で表象されている語り手一聞き手および作品一読者の関係は，

共に二つの相反する運動・作用，即ち接近・密着・同化作用と，隔たり遠

ざかろうとする作用とを軸として構築され，この作品の主調音とでもいえ

るものを作り出している。しかしながらこの『歌』のディナミスムとは，

果たしてその内容面にのみ関わることであるのかどうか。なぜなら，今我
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々が確認した運動・作用が働いていく語り手一聞き手および作品 読者と

いう 4項は，まさしく「語り行為」および「物語世界」の位相に緊密に関

わる，それらに必須の要素なのである。このすぐれてナラトロジッグな側

面に着目する時，作中に表された内容のみならず，『歌』における物語

recitの語り方とし、う形式そのものをも視野に収めた検討がなされねばな

らぬであろう。この新たな問題は別稿に譲ることにする。23〕

NOTES 

1) 『歌』のディナミスムを，読者の作品内に表された意味の読み取り（作品

の「中心」への運動〕と，自らの読み取る行為自体への自覚（作品からの

距離化〉に見る次の論文があり，われわれの問題意識との共通点を読み取

れる。 LaurieEdson，《LesChants de Maldoror and the dynamics of 

reading》， inNineteenth-Century French Studies, v. 12, 1/2, Fall-

Winter, 1983/84, pp. 198-206. 

2) Lautreamont, Germain Nouveau，店uvres completes, Gallimard, 

《Biblioth向uede la Pleiade》1970,p. 45.以下，本文を引用する際に

は，末尾にベージ数のみを記す。なお，邦訳は豊崎光一訳（『ロートレア

モン伯爵 イジドール・デュカス全集』，白水社， 1989.）を用いた。但し，

一部論者が意をもって改めたことを付記する。

3) こういった形象に特徴的なのは，「沼地」・「砂糖にしみこむ水」・「苦い果実」

の果汁というように，いずれもが液体の浸透・湿潤に関わることである

(Cf.石井洋二郎「『マルドロールの歌』における液体の機能〈一〉」『東京

大学教養部外国語科研究紀要』第28巻第2号， 1980, pp. 85-106〕。この

液体性は後に論じることになる“粘膜”及び“吸血行為”とも緊密に呼応

してくる。

4) 石井洋二郎氏も前掲論文で，『歌』冒頭部を「毒の注入による読者とテク

ストとの同化というこのもくろみ」（p.88）と捉えている。

5) 「第1の歌J，第lストロフは， プレイヤッド版では44行になるが， そのう

ち先の引用までが1～22行目までを占め，その後に更に20行余りにわたっ

て鶴の群の描写が持続することになる。

6) 天使のヒエラノレキー中で最も高位を占める「：殿天使」 seraphinは，その

語源（へプライ語 seraρh｛燃えるわの示すように， 「火J・「光」に関わ
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りが深く，旧約聖書中で「燃焼」の象徴的価値を有している（Cf.Jean 

Chevalier & Alain Gheerbrant, Di・ctionnairedes symboles, Bouquins, 

1982, pp. 865-866）。この「火」を象徴するものとページ＝紙とがレトリ

ック上も結び合わされているのであり（《cespages seraphiques》〉，こ

こにも読者との簡に介在する障碍物を消滅させようとする意思の発露が読

み取れる。また，これと類似の表現に「赤熱したあれらのページ」《ces

pages incandescentes》（p.80）がある。

7) ディナミスムを生じさせる要因のーっとして，「投機」 projectionに後ほ

ど言及することになる。

8) 粘膜性の吸着面による他者との密着・一体化は，例えば語り手＝マルドロ

ールがその semblable（相似た者〉である雌のザメとの交婚を果たすシー

ンに見られるし（〔マルドロールの〕双の遣しい腿が，怪物のねばりつく

飢に，ニ匹の蛭さながらひ・たりとくっついた。Jpp. 122-123，強調論者〉，

また後ほど言及する“神への吸血行為”（p.127）の際にタコに変化した

マルドロールが神に絡ませる脚の吸盤の粘着性とも合致する。

9) 周知のように「口唇期」とは， 「E門期」 stadeanal ・「男根期」 stade

phalliqueに先行する，幼児期のPピド一発達の第一段階であり，性的快

感が主として口蓋及び口唇を通じて得られる。対象との関係は「食べる・

食べられる」作用によって示され，対象の体内化が目指される（Cf.Jean 

Laplanche & J.-B. Pontalis, Vocabulaire de la pslchanalyse, P. U. 

F., s• ed.. 1984, pp. 457-458）。また「口唇期」に付随するサディズム的

傾向についてメラニー・クラインは，「吸いつきたいというリピドーの欲

望は，吸いつくことによって，吸い上げ，空つぼにしつくそうという破壊

的目的に伴われている。」 (Ibid.,p. 462）と説いている。それゆえ，口に

よって犠牲者に吸着し，その血を養分として吸い取って衰弱させ，果ては

死に至らしめる「吸血行為」と明らかに重なり合っているのが見て取れよ

う。

10) この“爪による引き裂き”は，相手の身体内部を包み隠す皮膚に亀裂を走

らせ，その間際から身体内部を外へとさらけ出す試みとも考えられる。い

わば身体内部の外延部を人為的・強制j的に作り出しているのであり，その

傷口＝擬似粘膜にマルドロールは口を当てて adolescentの身体内部の湧

出である血液を自らの身体の中へ浸透させるのである。

11) Jean-Marc Poiron，《LesCombats de Maldoror}, in Philippe Fedy, 

etc., Quatre lectures de Lautreamont, Nizet, 1972, p. 193. 

12) Ibid., p. 194. 
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13）攻撃ベクトルの反転による他者との同一化は，フロイトの説くサド・マゾ

ヒズム理論とも軌をーにする（Cf.Laplanche & Pontalis, op. cit., p. 

430）。

14) Cf. Pierre Larousse, Grand dictionnaire universel du XIX• siecle, 

1866-1876, t. 15, pp. 756ー757.
15) Cf. Poiron, op. cit., p. 198. 

16) Cf. ibid., p. 199. 

17) 例えば「第5の歌」，第6ストロフでの「諸宗教の司祭」の台詞。

「〔H ・H ・〕あの男〔マルドロール〕は，いかに長く生きてはいても，ただ

一人の真の死者である。」（p.210) 

18) Poiron, oρ. cit., p. 204. 

19) Cf. ibidリ p.189. 

20) マルドロールによる犠牲者の「投機」は，例えば「第2の歌J，第5スト

ロフ・「第2の歌」，第11ストロフ・「第4の歌」，第8ストロフに見られる

が，中でもとりわけ最終歌「第6の歌J，最終ストロフでなされる，パロ

のグアンドームの円柱からセーヌ川を隔てたパンテオンまでという，途方

もない距離に及ぶ少年メルヴァンの「投郵」が本作品中で枢要な位置を占

めていると思われる。これについては稿を改めて論じることにする。

21) 「遠ざかれ」という命令は，確かに投機行為とは違い，相手の服従を待つ

という受動性を伴う。しかし，我々は他者を遠ざからせようという意思の

何らかの発現を問題にしているのであり，単に言葉であっても距離化の遂

行を目指しているのなら「隔たりの作用」と充分見倣し得るのである。

22）語る行為を司る器官である口から発せられるこの毒性の息吹は，最初の引

用で見た「毒に満ちたページ」と重なり合い，読者／聞き手に浸透するこ

とでその変性を促す同化・吸収作用であり，ここで「遠ざかれ」という命

令と連動して表されていることになる。二つの作用の相補性・表裏一体性

が確認される。

23) 「『マルドロールの歌』の時制交替一一テクスト内のディナミスム生成のた

めの」，『ガリア』第31号，大阪大学フランス語フランス文学会， 1992年3

月刊行予定。
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